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 平成20年3月

山形県教育委員会



序

 本書は、山形県教育委員会が平成18年度に実施した遺跡詳細分布調査の成果をまとめた

 ものです。

 平成17年度からスタートした第5次山形県教育振興計画では、「いのち」「まなび」「か

 かわり」をテーマとしています。その中で文化財の保存と活用については、文化財基礎調

 査や遺跡詳細分布調査を計画的に実施すること、埋蔵文化財基本台帳等の整備を図り、文

 化財情報システムの構築や文化財の周知徹底・普及に務めることが大きな柱とされました。

 調査により得られた情報はデジタル化され『山形県遺跡地図』による周知システムの運用

 と更なる改訂を進めていくことになります。

 遺跡詳細分布調査は、周知の埋蔵文化財包蔵地や未発見のままとなっている埋蔵文化財

 包蔵地と、各種の開発計画との調整資料を得るために実施しております。その中で新たな

 遺跡の発見や範囲の変更・削除など年々新たな情報が追加されていきます。本書はこれら

 の新しい埋蔵文化財に関する情報を知らせるものであり、開発計画の策定等にあたって積

 極的に活用していただければ幸いです。

 平成20年3月

山形県教育委員会

教育長山口常夫



例言

 1本書は平成18年度に山形県教育委員会が国庫補助を受けて実施した平成19年度以

 降の農林土木事業関係遺跡他に関する遺跡詳細分布調査(県内遺跡発掘調査)の報告書で

 ある。

 2本書の作成は山形県教育庁教育やまがた振興課文化財保護室の阿部明彦、石井浩幸、

 丸吉繁一、高橋敏(平成18年度担当)の4名が担当した。

 3第Ⅰ章に平成18年度の調査遺跡一覧を、第Ⅱ章に個々の調査結果を記した。また、

 第Ⅲ章に記録保存調査報告、第IV章には調査結果をまとめるとともに平成18年度に国等

 の機関や市町村教育委員会、地権者から通知または届出のあった新規発見遺跡の一覧を示

 した.平成18年度までの新規発見遺跡、登録抹消遺跡、範囲・位置の変更については本

 書の発行をもって周知されたものとする。

 4挿図の縮尺は不統一であり、各図毎にスケールを示した。断面略図は40分の1を基

 本としたが、1部20分の1も併用した。遺跡地図は国土地理院発行の2万5千分の1の

 地図を使用した。なお、第Ⅱ章一2及び第Ⅲ章では、これを縮小して使用した。使用地図

 の図幅一覧は巻末に掲載した。

 5挿図及び文中の記号は以下のとおりである。

 T、TTは試掘溝(トレンチ)、TP、□は試掘抗を表す。図中の赤色部分は遺構・遺物

 が検出されたことを示し、黒色部分は遺構・遺物が未検出であることを示す。

 遺跡位置図の赤色部分は遺跡の範囲を示す。

 ST一竪穴住居跡SB一建物跡SK一土坑SD一溝跡EB一掘り方

 EP一柱穴SX一性格不明落ち込み

 6図版の遺物縮尺は任意縮尺である。

 7調査にあたっては、関係機関・市町村教育委員会及び地権者各位、地元関係者のご協
 力を得た。ここに記して感謝申し上げる。
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 Ⅰ調査の目的、方法と経過

 1調査の目的、方法

 本調査は、平成18年度以降に予定されている開発計画に先行して、埋蔵文化財包蔵地(遺

 跡)の詳細な分布調査を行い、遺跡の所在、範囲、性格を明らかにし、開発計画との調整を

 とって、遺跡の保護を図ることを目的とした。なお一部今年度までの調査結果に基づき記録

 保存や現状保存を目的とする小規模な発掘調査と工事立会の調査も実施した。調査はその目

 的によって以下の方法で実施した。

 (1)A調査(現地確認調査・表面調査)

 開発事業計画範囲内の表面踏査を行い、遺跡の範囲と事業実施計画区域の平面的な関係を

 確認し、遺跡の保護を図ることを目的とする。

 (2)B調査(試掘調査)

 坪掘りやトレンチ掘りを行って遺構や遺物の平面的な分布範囲や遺構確認面までの深さ

 等を把握して開発計画との調整をとって遺跡の保護を図ることを目的とする。

 (3)C調査(記録保存のための発掘調査)

 A・B調査の結果、遺跡の保存状態が良好でない場合や開発事業にかかる面積が狭い場合

 や接する場合に必要に応じて実施する記録保存の調査。方法は発掘調査に準ずる。

 (4)立会調査

 開発事業による遺跡への影響が軽微な場合、工事施工に立ち会って実施する調査。この調

 査によって、遺構や遺物が発見された場合には記録保存を行う。

 2調査の経過

 山形県教育委員会では毎年5～6月に開発関係機関に今後の事業計画についての照会を

 行い、その回答を受けて7月上旬に聴き取りを実施し、事業計画と埋蔵文化財包蔵地との関
 係について検討を行っている。そしてこの結果に基づいて必要に応じて分布調査を実施し、
 事業との調整を図っている。そのほか開発関係機関から提出された埋蔵文化財分布調査に基
 づく調査も随時行っている。

 平成18年度の調査は表一1に示した各遺跡の調査を平成19年4月から平成20年3月ま
 で表一2の工程で行うとともに、事業予定区内外における埋蔵文化財包蔵地の有無を確認す
 るための表面踏査と試掘調査も実施した.

 なお、平成18年度に県教育委員会が新たに発見した遺跡(平成18年度登録遺跡)、範囲
 等を訂正した遺跡、登録を抹消した遺跡はIV章のまとめに示した。
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 2試堀調査の概要
にしやま

 (1)西山遺跡(遺跡番号1652)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

 ある。

試掘区

試掘方法

鶴岡市大字添川字西山

高橋敏

 平成18年11月14日

 中山間地総合整備事業(ぶじの里東部地区)

 出羽丘陵の西麓に位置する。標高は53mを測り、地目は樹園地・畑地で

 遺跡範囲内の農道拡張部分を調査した。

 計画区域について、重機により表土除去及び遺構検出面ないし遺物包含層

 まで掘り進めながら、部分的に手掘りにより遺構遺物の検出及び精査を行い、検出した遺

 構遺物の記録保存を行った。

試掘面積

検出遺構

出土遺物

所見

 80㎡

 ピット4基

なし

 (財)山形県埋蔵文化財センターによる発掘調査時に未買収地だった部

 分について立会調査を実施した。表土から30cmほどで黄褐色粘土の地山になり、柱穴

 と思われるピット4基を確認し、精査した。表土除去中、遺構精査中の遺物の出土はない。





 (2)植ノ山1遺跡(平成15年度新規登録)
所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

 上山市大字小倉字植ノ山

高橋敏丸吉繁一

 平成18年10月10日

 経営体育成基盤整備事業(鴨谷地地区)

 蔵王山西側山腹の緩やかな平坦地に位置する。標高は415mを測り、

 地目は水田・畑地である。事業区域は平坦地を削平して造成した水田である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチ2ヶ所を設定した。

 試掘方法計画区域について、重機により表土除去及び遺構検出面ないし遺物包含

 層まで掘り進めながら、部分的に手掘りでトレンチ壁面・底面の精査を行い遺構遺物の確

 認を行った。

試掘面積

検出遺構

出土遺物

所見

 80㎡

なし

なし

 TT1では現耕作土、床土の下に黒色土が厚く堆積しており、その下に

 淡黄褐色粘土層が見られた。TT2では現耕作土、床土の下で地山とみられる燈褐色土層

 を検出した。地山面は西側に向かって傾斜しており、TT1とTT2の西側はかっての沢

 筋にあたると考えられる。両トレンチともに遺構遺物は確認できなかった。以前の水田造

 成において遺構面は削平し、消失しまったとみられる。ただ丘陵上の畑地付近は縄文時代

 の遺物が採集できることから遺構が残されている可能性がある。





 (3)葎田2遺跡
所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

最上郡鮭川村石名坂字葎田

阿部明彦高橋敏

 平成18年5.月9日平成18年10月23日・24日

 経営体育成基盤整備事業(鮭川左岸地区)

 鮭川左岸直近の自然堤防上に立地し、その主要部には台地縁辺を利用して

 構築された中世前期の周濠を伴う一辺80m-100m規模の方形館が占地している。濠跡

 は伝世したと考えられる畦畔等区画から、上幅で5-10m内外と推定される。

 調査区5月の調査では事業区内に当初計画されたポンプ場予定地が中心、後の1

 0月の調査では、主として館跡周辺の東側を対象とした。

 調査方法1.5×10mないし1.5×5mの試掘坑を10箇所に設け、重機で表土を剥い

 だ後、人力で掘下げと面整理・面精査を実施している。

2

調査面積

検出遺構

出土遺物

所見

 30㎡(5月)108㎡(10月)計138㎡

 柱穴・溝跡・土坑等

 土師器、須恵器、青磁、主体は土師器類で、須恵器や青磁は少量である。

 遺跡は低位の段丘面に位置し洪水等の災禍からは逃れ難い立地環境にある

 が、10世紀代の古代集落や中世前期の方形館などの在り方は当地の歴史を考える上で重

 要な資料と言える。なお、遺構覆土中には十和田aと思われる火山灰を含むものが認めら

 れた。









のむらしみず

 (4)野村清水遺跡(遺跡番号1746)

 所在地鶴岡市大字東堀越字郷の浜

調査員高橋敏

 調査期日平成18年9月7日(表面調査)11月17日(試掘調査)

 起因事業ふじの里東部地区中山間地域総合整備事業(東栄ため池建設)

 遺跡環境出羽丘陵の西麓に位置する。標高は55mを測り、地目は樹園地・畑地・

 荒蕪地である。

 試掘区事業予定地の遺跡範囲に試掘トレンチ5ヶ所・試掘坑を6ヶ所を設定し

 た。

 試掘方法計画区域について、重機により表土除去及び遺構検出面ないし遺物包含

 層まで掘り進めながら、部分的に手掘りでトレンチ壁面・底面の精査を行い遺構遺物の確

 認を行った。

 試掘面積88㎡

 検出遺構TP4から時期不明のピット

 出土遺物なし

 所見ため池用地及び農道にかかる部分について調査した。TT3から産業廃

 棄物が埋設されているのが確認されたほかは遺構遺物は確認されない。TP4から時期不

 明のピット1基、TP5・TP6から現代のピット痕1基を検出したが、遺物は出土して

 いない。野村清水遺跡の事業範囲に掛かる範囲については、縁辺部であり工事による影響

 は少ないと判断される。

 第7図野村清水遺跡調査概要図
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かみてら

 (5)上の寺遺跡(平成15年度新規登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

 山形県寒河江市慈恩寺上の寺

阿部明彦高橋敏

 平成18年11月16目

 農免農道整備事業(寒河江中央地区)

 慈恩寺境内から東へ約1㎞、緩斜面となる山麓一帯に大小の曲輪群からな

 る上の寺遺跡が所在する。これら曲輪群の中心は規模の大きな土塁を伴う「聞持院」跡と

 目される通称「寺屋敷」部分と推測され、平成17年度の調査によって寺跡に係わる建物

 跡や中国元代の青磁花瓶などが見つかっている。

 調査区鬼(御荷)越坂の手前から分岐して上の寺へと向かう通称「箕輪道」の基

 点部分西側に沿う計画路線内を主な調査対象区とした。

 調査方法1×1mの試掘坑を12箇所設け、人力で掘下げと面整理・面精査を実施

 した。

2

調査面積

検出遺構

出土遺物

所見

 12㎡

 整地を伴う南北方向に細長い2-3段の曲輪群

なし

 東向きの斜面に2-3段で南北方向に走る曲輪群が認められ、明らかに人

 為的な所産と判断された。試掘結果から、山側の表土が削られ、谷側の斜面上に盛り上げ

 ることで平坦面を形成していることを確認できたが、その造成時期は明確でない。





わの

 (6)上野遺跡

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

山形県南陽市大字上野字上野

高橋敏丸吉繁一

 平成18年10月16日

 農地環境機能整備事業(上野地区)

 南陽市街から北西1.5㎞、標高235mの高台に位置する縄文時代一中世まで

 の複合遺跡。地目は果樹園、畑地、水田である。

 調査区農道の新設範囲内を対象として南北方向のトレンチ5本を入れた。

 調査方法重機を用いてトレンチ内の表土を除去し、後に人力で面整理・面精査を実施し

 て遺構・遺物の分布を確認した。

調査面積

検出遺構

出土遺物

所見

 47㎡

なし

なし

 調査地区は上野遺跡の東側にあたり、遺跡中心部から続く一連の段丘面の

 東端に位置している。調査は重機の入れる範囲内で限定的に行い、計画路線に沿うトレン

 チ5本を設定して行っている。その結果、いずれのトレンチでも遺構・遺物は検出されな

 かった。また、TT4・5の範囲内では地山を掘り込んで設置された葡萄棚のアンカーが

 多数認められ、これまでにかなり撹乱や削平の行われている様子が確認できた。





いずみこうや

 (7)泉興野1遺跡(平成18年度新規登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

酒田市大字泉興野字

阿部明彦高橋敏丸吉繁一

 平成18年11月27日～28日

 主要地方道酒田松山線改築事業(飛鳥バイパス)

 酒田市飛鳥の市街地の北側約300mの自然堤防状の高まりに位置する。

 標高は9mを測り、地目は水田・畑地である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチを4ヶ所設定した。

 試掘方法計画区域について、重機により表土除去及び遺構検出面ないし遺物包含

 層まで掘り進めながら、部分的に手掘りでトレンチ壁面・底面の精査を行い遺構遺物の確

 認を行った。

試掘面積

検出遺構

出土遺物

所見

 75㎡

 TT1からピット土色変化

 TT3より須恵器片赤焼土器片

 現地は水田・転作のまめ畑となっている。設定したトレンチの内TT1

 から土色変化と時期不明のピット1基を検出した。TT3から土器片が出土した。また道

 路予定地範囲内の畑地から遺物が採集された。堆積土の状況から過去の圃場整備等により

 大部分が削平されたものと考えられる。



いずみこうや

 (8)泉興野2遺跡(平成18年度新規登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

酒田市大字泉興野字

阿部明彦高橋敏丸吉繁一

 平成18年11月27日～28日

 主要地方道酒田松山線改築事業(飛鳥バイパス)

 酒田市飛鳥の市街地の北側約300mの自然堤防状の高まりに位置する。

 標高は9mを測り、地目は水田・畑地である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチを4ヶ所を設定した。

 試掘方法計画区域について、重機により表土除去及び遺構検出面ないし遺物包含

 層まで掘り進めながら、部分的に手掘りでトレンチ壁面・底面の精査を行い遺構遺物の確

 認を行った。

試掘面積

検出遺構

出土遺物

所見

 72㎡

 TT2から溝状遺構

なし

 現地は水田・転作のまめ畑となっている。設定したトレンチの内TT2

 から溝状遺構1条を検出した。しかし各トレンチから遺物は出土しない。堆積土の状況か

 ら過去の圃場整備等により大部分が削平されたものと考えられる。



 (9)天神堂大坪遺跡(平成18年度新規登録)
所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

酒田市大字砂越字大坪

阿部明彦高橋敏丸吉繁一

 平成18年11月27日～28日

 主要地方道酒田松山線改築事業(飛鳥バイパス)

 酒田市飛鳥の市街地の北側約300mの自然堤防状の高まりに位置する。

 標高は9mを測り、地目は水田・畑地である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチを4ヶ所設定した。

 試掘方法計画区域について、重機により表土除去及び遺構検出面ないし遺物包含

 層まで掘り進めながら、部分的に手掘りでトレンチ壁面・底面の精査を行い遺構遺物の確

 認を行った。

試掘面積

検出遺構

出土遺物

所見

 97.5㎡

 TT2TT3からピット(時期不明)

 TT2TT3より須恵器片赤焼土器片

 現地は水田・転作のまめ畑となっている。設定したトレンチの内2ヶ所

 から須恵器片・赤焼土器片、時期不明の杭が出土した。TT2、TT3から時期不明のピ

 ットが検出された。また道路予定地範囲内の畑地から多くの遺物が採集された。過去の圃

 場整備等により大部分が削平されたものと考えられるが、北側に位置する大宰府神社付近

 には遺構が保存されている可能性が高い。









のだわらびてとう

 (10)野田蕨手刀出土地1

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

 山形県東根市大字野田302

阿部明彦高橋敏

 平成18年5月30日11月9日・10日

一般県道長瀞野田線道路改良工事

 調査地は東根市郡山と野田の境界付近に位置している。郡山は古代村山郡

 の郡衙擬定地ともなっており、付近には平安時代の野田中島遺跡も近接している。

 調査区5月の調査では国道287号と交叉する地点の国道を挟む南北2地点にTT1

 -TT4のトレンチを設定した。また、11月の調査では市道野田1号線から北側の路線敷部

 分を対象として、トレンチTT1-TT6、試掘坑TP1-11を設定して調査している。

 調査方法トレンチは重機を用いて表土を除去し、後に人力で面整理・面精査を実施

 して遺構・遺物の分布を確認した。試掘坑は掘下げ、面精査共に人力で行っている。

 調査面積72.8㎡(5月調査)161㎡(11月調査)。

 検出遺構11月調査TT1(柱穴3)、TT5(河川跡1)、TP6(柱穴1)。

 出土遺物5月調査TT3(須恵器片1)、TT4(土師器片1)、11月調査TT5(土師

 器片、火山灰等)。

 所見市道野田1号線に近いTT1の南半部分では遺物等の出土はなかったもの

 の、柱穴若干が認められた。また、TT5では河川跡に流れ込んだ赤焼土器等の遺物が見ら

 れた。













くさいが

 (11)草伊賀B遺跡(分7-24-22)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

村山市大字名取字草伊賀

高橋敏丸吉繁一

 平成18年5月10日

一般県道東根長島線道路改良事業

 楯岡の市街地の西方、河島山の東麓縁に位置する。標高97m、地目は

 水田・畑地となっている。

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 事業予定地内に試掘トレンチ4ヶ所、試掘ピット2ヶ所を設定。

 重機+人力で試掘調査を行った。

 112.5㎡

なし

 TT3から須恵器片、TT5・TT6から土師器片・須恵器片が出土

平安時代

 TT1・2・4を設定した箇所は水田となっており、固くしまった黄褐

 色シルトの地山層となっている。TT3では整地土層上面の撹乱から須恵器片が出土、T

 T5・6の地点は周囲よりも2mほど高い位置にあり表面踏査では須恵器片土師器片が採

 集された。試掘したが顕著な遺構を確認することはできなかった。出土した遺物は東側の

 丘陵からの流れ込みと考えられる。試掘を実施した路線の範囲については以前の耕地整理

 による削平をうけており、またTT5・6の畑地は遺跡の中心域とは考えにくい。





いしばし

 (12)石橋遺跡(平成18年度登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

天童市大字貫津字石橋

高橋敏丸吉繁一

 平成18年6月1目(試掘)11月6日(立会)

 住宅団地造成事業(天童市貫津地区)

 天童市の市街地南方、約2kmの平坦地の自然堤防上に立地する。標高

 は115mを測る。地目は水田である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチを7ヶ所を設定した。

 試掘方法重機により表土除去及び遺構検出面ないし遺物包含層まで掘り進めなが

 ら、部分的に手掘りでトレンチ壁面・底面の精査を行い遺構遺物の確認を行った。

 試掘面積228㎡

 検出遺構遺構確認面は地表面下40～110cm。

 TT1-1～3

 TT2-1～3

 TT3-1・2

TT4

出土遺物

 河川跡、

 河川跡、

ピット

ピット

 ピット、溝状遺構

ピット

 落ち込み

TT5

TT6

TT7

なし

柱穴

なし

 TT1～TT4から須恵器片・土師器片・陶磁器片が出土。TT5・T

 T6から土師器片が出土した。

時代平安時代

 所見住宅団地予定地及び農道拡幅工事予定地に設定した12本のトレンチの

 うち10本から柱穴や溝跡・河川跡と思われる土色変化が確認された。TT1-1の東端、

 地表面下80cmの深さで東西に幅7mにわたり河川跡の落ち込みを、河川跡の西ではピッ

 ト2基を確認した。この河川跡内からは土師器片・須恵器片が多く出土した。TT1-2

 では中央部付近で土色変化を確認したが遺構かどうかは不明である。調査したトレンチの

 TT1～TT4から須恵器片・土師器片が出土した。立会調査を実施した農道部分は水田

 面より遺構の確認面が30cmほど上であり、水田面は以前の圃場整備により地山面が削

 平されている状況が窺えた。立会調査のトレンチからは柱穴1基と土師器の破片資料が検

 出された。遺跡範囲内の農道拡幅工事部分については発掘調査が必要である。

 一50一









てんやば

 (13)天矢場遺跡(平成18年度新規登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

南陽市大字川樋字天矢場

阿部明彦高橋敏

 平成18年4月20日9月21日

 国道13号上山バイパス改築事業(中川工区)

 赤湯の市街地の北東約6km、射撃場南側の小扇状地扇央部に立地する。

 標高は285mを測る。地目は畑地・樹園地・宅地である。

 試掘区事業予定地内に試掘トレンチ11ヵ所設置。

 試掘方法計画区域について、重機により表土除去及び遺構検出面ないし遺物包含

 層まで掘り進めながら、部分的に手掘りでトレンチ壁面・底面の精査を行い遺構遺物の確

 認を行った。

 試掘面積240㎡

 検出遺構TT1～TT9からピット・土墳・溝跡を検出。TT10・TT11か

 ら河川跡を検出した。

 出土遺物TT1・TT2・TT5～TT8から土師器片出土。TT11から縄文

 土器片出土。

 時代縄文時代・平安時代

 所見設定したトレンチ11本のうち9本から柱穴や溝跡・土墳が検出された。

 表土下20cm～30cmで遺構を確認することができ、西側で浅く、東側ほど深くなる

 傾向が認められる。TT10・TT11では自然の河川跡と思われる大きな落ち込みが確

 認された。平成19年度(財)山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。









やまがたじょうさんのまる

 (14)山形城三ノ丸(201-002)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

山形市旅籠町

高橋敏丸吉繁一

 平成18年12月7日8日

 一般国道112号霞城改良(旅篭町交差点改良)

 山形市街地の中心、山形城ニノ丸の北東に位置する。標高は125mを

 測る。地目は宅地である。

 試掘区事業予定地内に試掘トレンチ6ヶ所を設定した。

 試掘方法重機及び人力で試掘調査を実施した。宅地・商業地のため水道管・ガス

 管等へ配慮し、地中の状況を慎重に観察しながら調査した。

試掘面積

検出遺構

出土遺物

所見

 46.5㎡

 TT3より時期不明のピット

 TT3TT4より陶磁器片

 TT1・2からマンションのコンクリート基礎が検出された。TT2の

 東側からは現表土の約1.3m～1.4mで暗黄褐色砂の地山面が確認され、時期不明のピット

 が3基検出された。精査したが遺物は出土しない。中層に近現代と思われる陶磁器片や焼

 土及び炭を多量に含む層が観察されたが、明治以降の市内大火に由来すると考えられる。

 工事予定地は山形城三ノ丸の範囲外と判断される。工事が山形城三ノ丸堀推定線また三ノ

 丸内部へ入る場合は追加の試掘調査が必要である。





だるまじ

 (15)達磨寺遺跡

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

調査面積

検出遺構

出土遺物

所見

山形県東村山郡大字達磨寺字達磨寺

阿部明彦高橋敏丸吉繁一

 平成18年8月31日

 須川(下流部)河川改修堤防拡張事業

 遺跡は須川が形成した左岸側の自然堤防上に立地していると考えられ、そ

 の範囲は南北300m以上、東西幅150mほどと推測される。これまでに、東北横断自動車道

 や河川改修事業を契機として2度の発掘調査が行われ、須川を利用した舟運に関連した古

 代と中世の遺跡内容が明らかにされている。

 調査区堤防の嵩上げによって拡幅が予定される河川敷内を調査対象とし、現堤防

 東側の拡幅ラインに沿って幅1.5m、長さ35mのトレンチを設定した。

 調査方法重機を用いてトレンチ内の表土を除去し、後に人力で面整理・面精査を実

 施して遺構・遺物の分布を確認した。

 52.5㎡

 トレンチ北側端の部分に、幅40cm前後の溝跡1基を検出した。

 須恵器破片1点。

 トレンチ北側で検出された溝跡以南には何らの遺構も見当たらないことか

 ら、今回調査対象とした部分は達磨寺遺跡の南東端に当たると考えられる。





ひのきばら

 (16)檜原遺跡(平成8年度登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

南陽市大字西落合字檜原

阿部明彦高橋敏

 平成18年8月29日

 国道113号線赤湯バイパス改築事業

 宮内の市街地南西約2km、上無川の自然堤防上に立地する。標高は2

 22mを測る。地目は樹園地・畑地・水田である。

 試掘区事業予定地内の遺跡範囲に試掘トレンチを4ヶ所を設定した。

 試掘方法計画区域について、重機により表土除去及び遺構検出面ないし遺物包含

 層まで掘り進めながら、部分的に手掘りでトレンチ壁面・底面の精査を行い遺構遺物の確

 認を行った。

 試掘面積137㎡

 検出遺構TT1から土壙や河川跡を検出、TT2から溝跡や河川跡を検出。遺構

 遺物確認面は30～50cm。

 出土遺物TT1・TT2・TT3から土師器片が出土。

 時代縄文時代・平安時代

 所見設定した4本のトレンチのうち2本から土壙や溝跡・河川跡と思われる

 土色変化が確認された。またTT1～TT3から土師器片が出土した。平成18年・平成

 19年度(財)山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。









かみおおざくうら

 (17)上大作裏遺跡(平成8年度登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

山形県南陽市大宇砂塚字大作裏

阿部明彦

 平成18年10月12日・13日

 国道113号南陽バイパス改築事業

 南陽市砂塚地区の北300mの河岸段丘に位置する。標高は220m内外で、地

 目は樹園地、畑地、一部水田となる。

 調査区道路予定地内に係る旧畑地、宅地等を対象として12本のトレンチを設定し

 た。

 調査方法重機を用いてトレンチ内の表土を除去し、後に人力で面整理・面精査を実

 施して遺構・遺物の分布を確認した。

 調査面積180㎡

 検出遺構トレンチTT1、TT2、TT5、TT7-TT9、TT11の7トレン

 チから土坑や柱穴群などの遺構を検出した。また、TT4(縄文土器)、TT10(平安時

 代の須恵器)からは遺構に伴って各々遺物も散見され、遺構の帰属時期が推測された。

 出土遺物縄文土器・石器・須恵器・土師器

 所見調査区域は遺跡の西半部に当たると考えられ、出土遺物から縄文と平安の

 複合遺跡と判断される。なお、TT4・TT5では地山と考えられた砂質土層の下から厚

 さ20cmほどのクロボクが検出され、遺跡南東域の一部は洪水等の影響を受けたと判断さ

 れた。









 (18)堤屋敷遺跡(平成16年度登録)
所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

米沢市大字万世町字堤屋敷

阿部明彦高橋敏丸吉繁一

 試掘調査平成18年10,月26日27日

 東北中央自動車道米沢IC付帯工工事

 米沢市街地から南東約5kmの河岸段丘上に立地する。標高は270m

 を測る。地目は宅地・畑地・水田である。

 試掘区高速道路インターチェンジ建設区域内に13ヶ所のトレンチを設定した。

 試掘方法重機により表土除去を行い、徐々に掘り下げてトレンチ壁底面の精査を

 行い、遺構・遺物の確認を行った。

 試掘面積173㎡

 検出遺構ピット柱穴

 地表面下30cm～60cm

 出土遺物縄文土器・土師器・須恵器

 所見TT1～TT4は堤屋敷遺跡周辺、TT5～TT10は下屋敷遺跡の周

 辺に設定した。TT1・2では柱穴や礎石が見られた。TT3・4は山裾にあたる部分で

 ある。TT3では溝状遺構を検出、須恵器片が出土した。TT4からは縄文土器片が出土

 した。TT5～TT9では遺構遺物は確認できなかった。









かわちぶくろ

 (19)川内袋遺跡

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

調査面積

検出遺構

出土遺物

所見

山形県鶴岡市大字五十川字川内袋

阿部明彦高橋敏

 平成18年10月25日

 日本海沿岸東北自動車道(鶴岡一温海間)

 県道から坂道を登った位置にある旧水田は、開田工事の際に大量の縄文時

 代の土器や石器が出土した地点である。その北側には緩い傾斜面が続き、その上面はやや

 広い平坦面となっているが、昨年実施した試掘の結果、遺物等の痕跡は少ないながら遺跡

 を構成する一画と判明している。

 調査区旧水田部分、水田に続く傾斜面地の旧畑地、斜面上の平坦面を各々調査対

 象区として選定し、重機の入れる旧水田部分以外は人力による試掘調査を行った。

 調査方法1.5mx20m(TT1)、1.5m×10m(TT3)、1.5m×7m(TT2)のトレンチ3本を設

 けて遺構・遺物を確認した。また、斜面地には試掘坑TP1-4を設けている。

 60㎡

 柱穴、土坑、遺物包含層

 縄文土器(前期後葉)、石器

 遺跡は南北に延びる尾根筋を占地し、開田された水田部分は包含層を形成

 した地点と考えられる。集落本体は今の所不明であるが、上段の平坦面は候補の一つと言

 える.









みなみだ

 (20)南田遺跡(平成17年度登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

試掘面積

検出遺構

出土遺物

所見

鶴岡市大字清水新田字南田

阿部明彦高橋敏

 試掘調査平成18年10月12日

日本海沿岸東北自動車道鶴岡温海間

 清水新田集落の東側に位置し、清水新田遺跡の南東に隣接している。遺跡

 立地は自然堤防上と考えられるが、調査対象域の東端には泥炭層の広がりが認められるこ

 とから、調査域は自然堤防と後背湿地との境界付近に位置していると判断できる。

 試掘区高速道路センターラインNoSTA301と301+20を結ぶライン

 を基準として、西側に10m・20mそれぞれ離れたTT1とTT2と東に10m離れた

 TT3の3本のトレンチを設定し、調査を行った。

 試掘方法重機により表土除去及び掘削深度まで掘り進めながら部分的に手掘りで

 トレンチ壁面及び底面の精査を行い、遺構・遺物の確認を行った。

 46㎡

なし

 古墳時代の土器奈良・平安時代の土器

 TT1とTT3のトレンチで耕作土直下から暗褐色粘質土が確認された。

 TT2では安定したシルト層が見られ、シルト層から土器が2点出土した。TT2を中心

 にやや北側に安定したシルト層が若干延びることから発掘調査区域を拡張する必要がある。

 平成18年、19年(財)山形県埋蔵文化財センター発掘調査実施。





 (21)保呂羽堂遺跡(J-247)
所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

米沢市大字窪田

高橋敏丸吉繁一

 平成18年9月6日試掘11月20日立会調査

窪田地区水防倉庫新築事業

 遺跡は最上川の自然堤防上に位置し、周辺と比較すると島状に高くなっ

 ている。標高228mを測る。地目は畑地となっている。

 試掘区計画区域内に2.4m×8mのトレンチを設定した。

 試掘方法重機により表土除去及び遺構検出面ないし遺物包含層まで掘り進めなが

 ら、部分的に手掘りでトレンチ壁面・底面の精査を行い遺構遺物の確認を行った。

試掘面積

検出遺構

出土遺物

所見

 試掘調査19.2㎡立会調査38㎡計57.2㎡

 ピット柱穴

 須恵器片土師器片多数鉄器片1点

 9月に遺跡範囲内にて試掘調査を実施した。柱穴や溝跡が確認されたた

 め、11月に水防倉庫便層により破壊される全面を対象に立会調査を実施した。

 試掘調査ではトレンチ内を精査したところ、ピット3基、柱穴1基、土墳2基を検出し

 た。SK4は直径1m、深さ1mのやや規模の大きな柱穴で上部をSP3によって切られ

 ている。柱痕跡が明瞭に残り、柱は角材であることがわかる。埋土から土師器片・須恵器

 片・鉄器片が出土した。SK5・SK6はともに浅く、近代以降の撹乱を受けている。覆

 土から土師器片・須恵器片が出土した。

 立会調査では幅1mの基礎部分の調査を行った。柱穴1基・ピット2基・竪穴住居跡1

 棟を検出した。竪穴住居は南東コーナー部分の検出で、遺構確認面から15cmの深さを

 測った。床面を精査したところ柱穴と壁際に周溝が認められた。床面は凹凸が見られたが

 貼り床などの状況は確認できなかった。出土した遺物は土師器・須恵器などであり、平安

 時代前半の時期と判断される。









 (22)円能寺村東遺跡(平成18年度登録)
所在地酒田市大字円能寺宝村東

調査員高橋敏丸吉繁一

 調査期日表面調査平成18年10月11日

 試掘調査平成18年11月21日22日

 起因事業最上川下流農業水利事業前川2幹線用水路

 遺跡環境酒田の市街地の東方約5kmの平野部に位置し、周辺は水田が広がる。標

 高は9mを測る。

 試掘区用水路建設予定区域内に試掘トレンチ10本を設定した。

 試掘方法計画区域について重機により表土除去及び遺構検出遺物包含層まで掘り

 進めながら部分的に手掘りでトレンチ壁面及び底面の精査を行い、遺構遺物の確認を行っ

 た。

試掘面積

検出遺構

出土遺物

所見

 135㎡

 土色変化(遺構?)

須恵器片赤焼土器片

 設定したトレンチの内4ヶ所から須恵器片・赤焼土器片が出土した。特に

 TT1・TT2を中心とする範囲から多くの遺物が出土し、TT2からは遺構の可能性の

 ある土色変化が認められた。事業範囲内は過去の圃場整備等により一部削平されたと考え

 られるが遺構遺物が認められるTT1～TT5の範囲については協議・手続きが必要であ

 る。









わけ

 (23)分遺跡(平成18年度新規登録)

所在地酒田市円能寺字分

調査員高橋敏丸吉繁一

 調査期日表面調査平成18年10月11目

 試掘調査平成18年11月21日22日

 起因事業最上川下流農業水利事業前川2幹線用水路

 遺跡環境酒田の市街地の東方約5kmの平野部に位置し、周辺は水田が広がる。標

 高は9mを測る。

 試掘区用水路建設予定区域内に試掘トレンチ6本を設定した。

 試掘方法計画区域について重機により表土除去及び遺構検出遺物包含層まで掘り

 進めながら部分的に手掘りでトレンチ壁面及び底面の精査を行い、遺構遺物の確認を行っ

 た。

 試掘面積90㎡

 検出遺構なし

出土遺物須恵器片赤焼土器片

 所見周知の遺跡である境興野遺跡に隣接する。設定したトレンチのうちTT1

 3から須恵器片・赤焼土器片が出土した。またTT12周辺の畑から多くの遺物散布を確

 認した。過去の圃場整備により大規模に改変され、影響を受けたと判断された。





 Ⅲ.記録保存調査・立会い調査の概要

 1八幡西遺跡(平成9年度登録)

所在地

調査員

調査期日

起因事業

遺跡環境

西川町大字西大塚字八幡西

阿部明彦高橋敏

 平成18年10月3日4日

 一般国道287号長井南バイパス道路改良事業

 公立置賜病院の南約500m、最上川左岸の河岸段丘に立地する。標高は211m

 を測る。地目は宅地及び畑地である。

試掘区

試掘方法

試掘面積

検出遺構

出土遺物

時代

所見

 昨年度の分布調査により遺構遺物が認められたTT2トレンチ周辺を拡張した。

 重機と人力により発掘調査を実施

 320㎡

 調査区北西より、建物跡を構成する柱穴及び溝跡を検出。

 縄文時代早期の土器片1点削器1点陶器片

縄文時代早期

 試掘調査時のトレンチ周辺より縄文時代早期の土器片と削器が出土したが、関連す

 る遺構は確認できなかった。調査区北西において、平安時代ないし中世の建物跡を構成すると思わ

 れる柱穴と溝跡を検出した。しかし遺構に関わる遺物の出土がないため、その帰属時期は不明であ

 る。









 2空沢遺跡

 (1)調査要項

所在地

調査委託者

調査受託者

現地調査

調査面積

調査担当者

調査協力

 山形県長井市寺泉字空沢西・入野川向

国土交通省

 山形県教育庁教育やまがた振興課文化財保護室

 平成18年11月15日～11月22日

 150㎡

技師丸吉繁一

 国土交通省長井ダム調査事務所

長井市教育委員会

 財団法人山形県埋蔵文化財センター

 (2)調査に至る経緯

 空沢遺跡の発掘調査は国土交通省長井ダム建設事業に伴って行なったもので

 ある。空沢遺跡は昭和61年度に山形県教育委員会が実施した埋蔵文化財包蔵地

 基礎調査によって確認され、「嵩蹴1遺跡」として登録された遺跡である(平成16
 年度に「空沢遺跡」と訂正された)。平成15年度には山形県企業局による新野

 川第一発電所建設工事事業にともなって財団法人山形県埋蔵文化財センターに

 よる記録保存のための発掘調査が行なわれ、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、陥穴

 列など縄文時代早期から晩期までの遺構と遺物が出土している。

 事業箇所は前述の埋蔵文化財センター調査区に北接しており、地下には遺構の

 残存が予想された。このため国土交通省長井ダム工事事務所と協議を行ない、

 工事によって破壊される150㎡を対象として記録保存のための緊急発掘調査を

 実施することで合意を得た。調査は事業主体である長井ダム工事事務所の協力

 の下、県教育庁教育やまがた振興課文化財保護室が実施した。

 (3)遺跡の立地と環境

 空沢遺跡は山形県長井市寺泉宇空沢西・入野川向に位置する。遺跡は野川左岸

 で、川が大きく屈曲する場所に張り出した南向きの河岸段丘上にある。周辺は

 山間地で、野川により形成された深い谷が走り、長井盆地の平野部からはし5

 kmほど奥まった場所である。

 山間地ということもあり、空沢遺跡周辺には遺跡はほとんど確認されていな

 い。野川流域では、さらに6kmほど上った場所に縄文時代とされる桂谷遺跡

 があるが、詳細は不明である。下流側も平野部に入るまでは縄文時代の遺跡は

 確認されていない。一方、朝日山地と平野部の境界付近には長者屋敷遺跡など

 縄文時代の遺跡が密集する草岡・勧進台地区を中心に、南北に遺跡が点在して
 いる。
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 (4)調査の経過

 発掘調査は平成18年11月15日から11月22日までの延べ6日間実施した。

 調査地は野川の中位段丘面(以下「中段」という)と下位段丘面(以下「下段」と

 いう)にまたがっており、排土置場の都合から、まず中段の南半を調査し、記録

 をとって埋め戻した後に北半および下段を調査することとした。経過は以下の

 とおりである。

 11月15～16日中段南端を重機で掘削し、精査・記録後に埋め戻した。その後

 中段北半・下段の重機掘削を行なった。

 11月17～21目遺構検出・精査・記録作成を行なった。

 11月22日調査区を埋め戻し、調査を終了した。

 (5)調査の成果

基本層序

 調査対象地は畑地として利用されており、最上層は耕作土である。中段と下段でやや

 堆積状況が異なっており、中段では耕作土の下に黒褐色の砂混じりシルト層がみられ、

 その下層で地山である褐色砂を検出した。包含層はみられなかった。下段は耕作土層の

 下に包含層となる土壌化した層がみられ、その下層で中段と同じ褐色砂の地山を検出し

 た。下段の地山はところどころでφ60cm程度の大きな石を多量に含んでいた。

遺構

 中段では多数のピットと土坑を、下段では土坑、陥穴、風倒木痕などを検出した。
SK14

 下段調査区で検出した。埋土に焼土を含み、底部にはφ50cm程度の大きな

 石が複数見られたが、これは地山に含まれるもので人為的に埋めたものではな

 い。縄文時代中期(大木8a式)の深鉢が出土した。

SK15

 下段調査区の中央付近で検出した。東半部は調査区外に延びているため検出

 できなかったが、平面形、底部の構造などからみて、埋蔵文化財センターによ

 る調査で報告されている「陥穴A群」の続きである。上端の平面形は楕円形で、

 検出面から底面までの深さは約70cmあり、穴底には直径10cm程度の杭を立

 てた穴がみられる。杭穴の周囲には径20cm程度の礫がみられ、杭を支えるよ

 うな構造となっているが、据えつけたような痕跡は確認できなかった。石は土

 中に埋まりこんでおり、置いたものではなく土中の石をそのまま残して利用し

 たものと推測される。

 遺物は出土していないが、埋蔵文化財センターの調査報告書では陥穴を縄文時代早期

 から前期のものと推測している。
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遺物

 出土した遺物には縄文土器と石器がある。1・6・7は下段包含層から出土

 した。1は大木8a式、6は8b式の深鉢である。7は縄文時代早期田戸上層

 式の深鉢である。貝殻腹縁による条痕に沈線を施している。2・4・5・9は

 SK14から出土した。大木8a式の深鉢で、これらは同一個体である。3は

 SP16から出土した大木8b式の深鉢である。8は下段東端の風倒木痕から

 出土した大木2b式の深鉢である。S字連続撚糸文がみられる。10は下段包含

 層から出土した頁岩製の石匙である。幅約11.5cmと比較的大型で、横長の身
 部につまみがつく。つまみ部・刃部は両面加工、身部は裏面に大きく主要剥離

 面を残す。

 (6)調査のまとめ

 このたびの調査では調査区全体にわたって縄文時代の遺構を検出することができた。

 また、平成15年度調査で検出した陥穴列の続きを検出することができた。出土した遺

 物には縄文時代早期から中期までのものがあり、狭小な調査区ながら多様な時期のもの

 がみられた。また、下段については、さらに北側へと遺跡が続いていることが明らかで

 ある。

 空沢遺跡は狩猟場および食料採集・貯蔵等を行なった遺跡として位置づけられてお

 り、今回の調査でもその位置づけを追認する結果を得た。縄文時代における野川上流部
 の土地利用を考える上で重要な成果の一つとしてあげることができよう。









 3石橋遺跡

 (1)調査要項

所在地

調査委託者

調査受託者

現地調査

調査面積

調査担当者

調査協力

山形県天童市貫洋字石橋

山形県住宅供給公社

 山形県教育庁教育やまがた振興課文化財保護室

 平成18年9月11日～9月25目

 415㎡

埋蔵文化財調査研究員高橋敏技師丸吉繁一

山形県住宅供給公社

天童市教育委員会

 (2)調査に至る経緯

 石橋遺跡は山形県住宅供給公社による公社タウン天童津山分譲住宅建設事業に先立

 ち、平成18年6月に山形県教育委員会で実施した試掘調査により新たに確認された遺

 跡である。試掘調査では事業予定地の西半ではほ場整備により既に遺構は削平されて

 いたが、東半では溝・ピットを検出し、平安時代の須恵器・土師器が出土した。この結

 果を受けて事業主体の山形県住宅供給公社と協議を行ない、宅地内道路として造成さ

 れる415㎡を対象として記録保存のための緊急発掘調査を実施することで合意を得た。

 調査面積が少ないこともあり、発掘調査は事業主体の協力の下、県教育庁教育やまが

 た振興課文化財保護室で実施した。

 なお、宅地として造成される部分については薄い盛土施行の上に整地を施す設計と

 なっており、地下への影響が少ないと認められたため、調査の対象とはしていない。

 また、施工前に農道として利用されていた部分は施工時期の違いもあり、造成工事時

 に立ち会って記録保存の措置を執った。

 (3)遺跡の立地と環境

 石橋遺跡は天童市の中心部から南東に1.5kmの倉津川左岸に位置する。倉津川は遺

 跡の東側を北流し、さらに東側には蔵王山系に連なる山々が迫っている。遺跡はこれ

 らの山系に由来する扇状地上にあり、倉津川の形成した自然堤防上の安定した立地と

 なっている。遺跡の標高は115m程度である。

 遺跡は倉津川を挟んだ東側の山寺街道を臨む場所にある。倉津川左岸側においては、

 現在のところ石橋遺跡を除いて遺跡が確認されていない。唯一上流に越王山軍事洞窟
 群があるが、近代の遺跡である。西側の国道13号バイパス付近には平安時代とされる

 鍬ノ町条理遺跡があるが、内容は詳らかでない。一方、右岸側には石橋遺跡と同じく

 平安時代の遺物が確認されている湯尻遺跡、白山堂遺跡、長谷川遺跡などが存在する。
 さらに、白山堂A・B墳墓、石打場墳墓といった同時代の墳墓も確認されている。ま

 た、周辺には縄文時代の遺跡や中世城館跡も多い。ただし、石橋遺跡を除いては発掘
 調査を実施したものはなく、湯尻遺跡で遺跡詳細分布調査に伴う確認調査により竪穴

 住居跡などを検出したのみであり、周辺遺跡の詳細は不明である。
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 (4)調査の経過

 発掘調査は平成18年9月11日から9月25日までの延べ10日間実施した。調査の

 経過は以下の通りである。

 9月11・12日器材を搬入し、北西側から道路地形に沿って重機掘削を行なった。

 9月13～15日検出と同時に平面図を作成した。15日に検出作業を終え、写真撮影を

 行なった。

 9月19～25日遺構精査及び記録の作成を行なった。25日に山形県住宅供給公社、天

 童市都市計画課に調査結果と遺跡の範囲などについて現地で説明を行ない、器材等を

 撤収して調査を終了した。

 また、農道部分の舗装道路化にともなう工事の立会は11月9・10日の2日間実施し

 た。

 (5)調査の成果

基本層序

 調査地は昭和期のほ場整備により大きく改変を受けていた。包含層は削平されてお

 り、遺構面は現在の水田に伴う耕作土(第56図土層図一1)とほ場整備時に盛られた

 整地層(土層図一3)の直下、地表下10～25cmで検出した。遺構面はφ10cm程度

 の礫を多量に含む明黄褐色の粘土であるが、遺構に混じってほ場整備時のものと思わ

 れる重機の痕跡が多くみられた。また、工事立会を行なった箇所については、北側は

 ほ場整備に加えて暗渠や埋管により全面にわたって撹乱を受けていたものの、一部で

 遺構を確認することができた。南東半部はグライ化した粘土が厚く堆積しており、倉

 津川の旧流路が入り込んでいたものと考えられる。

遺構

 検出した遺構には溝、ピット、土坑がある。調査区南側で掘立柱建物跡を、北端で

 平行に走る複数の溝を検出した。また、そのほかに柱痕を確認できるピットをいくつ

 か検出したが、調査区が狭長であったこともあり、建物として確認することはできな

 かった。

 掘立柱建物跡(第58図)

 EB74・75・85・90・99・104で構成され、調査区内では東半部分を検出するのみにと

 どまった。どの方向が桁行か判然としないが、東辺長は5。2mであり、方位はN-7ﾟ

 一Wである。遺物はEB74から土師器の甕破片1点が出土したのみだが、このことから

 古代の掘立柱建物跡と考えられる。

 溝・土坑群(第57・59図)

 SD7溝跡工事立会で確認した。平安時代の遺物を包含する灰色の粘土の上面を切っ
 ており、他の遺構よりも新しいものかもしれないが、出土した遺物はすべて平安時代

 の須恵器、土師器である。浅く、調査区内で途切れていることから、上面は削平され
 たものであろう。

 一105一





 溝・土坑群調査区の北端で検出した平行に走る溝とそれに関連するとみられる土坑

 である。SD30溝跡のみ南へ屈曲している。SD30・31・40溝跡には切り合いがあり、SD30

 ・40溝跡ともSD31溝跡を切っている。SD31溝跡は底面にラミナをもつ砂やシルト層

 が堆積しており、水が流れていたことがわかる。また、平面プランでは確認できなか

 ったが、層位の検討から新旧2本の溝がきりあっていることが判明した。新しい溝は

 東側からSK44土坑の西側まで延び、そこで途切れている。

 溝の北側にはSK44・45土坑があり、SD31溝跡(新)とSK45土坑はともにSK44土坑を
 切っている。SK45土坑の北側はグライ化した粘土が厚く堆積し、地山も急激に落ち込
 んでいくことから、倉津川の旧流路が入り込んでいるものとみられる。

 溝と土坑の関係は不明であるが、土層の堆積状況からみてSD31溝跡(旧)とSK44土

 坑は繋がっていたようである。また、SD31溝跡(新)・SK45土坑はそれぞれSD31溝跡(旧)
 ・SK44土坑を掘り直したものとみられるが、SD31溝跡(新)の出土遺物はSK45土坑出

 土のものと接合するものがあることから考えて、これらも繋がっていたものと推測で

 きる。SD31溝跡は新旧とも、底面レベルがSK44土坑と接するあたりで最も低くなって

 おり、水はSK44土坑やSK45土坑へと流れ込んでいたものかもしれない。
 遺物はSD31溝跡(新)・SK45土坑から比較的多く出土している。時期にはやや幅があ

 るが、須恵器の底部回転糸切の杯、甕、蓋などは9世紀のものである。SK45土坑から
 は縄文中期とみられる深鉢底部も出土しており、付近に縄文時代の遺跡が存在するこ
 とがうかがわれる。

 柵状ピット列

 SP34～37は直線状に並ぶことから、柵状に杭が並んでいたものとみられる。しかし

 残存状態はきわめて悪く、10cm程度のごく浅い遺構しか確認できなかった。溝と方
 向を異にしているが、溝を切っているような状況は観察されなかったため、溝よりも
 古い時期のものと考えられる。遺物は出土していない。







 遺物(第61図)

 第61図Ⅰ～3、11はSK45土坑出土の遺物である。坏の底部は回転糸切で、1は器

 形から9世紀前半のもの、2は9世紀後半のものである。11と同一個体がSD31溝跡か

 らも出土している。4、6、8、15、22はSD31溝跡からの出土遺物である。22を除

 き、9世紀中頃のものである。5はSD64溝跡から出土したヘラ切りの須恵器坏底部で

 ある。ヘラ切りの須恵器は調査地の南側の水田でも表採しており、本遺跡が8世紀代

 から継続しているものであることを示唆する。19・20はSK59土坑から出土した赤焼土

 器の杯で、10世紀前半のものである。18は試掘調査で出土したもので、珠洲系の甕で

 ある。

 (6)調査のまとめ

 以上のように、石橋遺跡では掘立柱建物・溝群をもつ平安時代の集落跡を検出した。

 これまで倉津川左岸では遺跡が見つかっておらず、当地域の歴史を考える上で重要な
 成果を上げることができたと言える。

 集落は9世紀を中心として、8世紀から10世紀にわたり存続したこと、また、周辺

 に縄文時代の遺跡が存在する可能性があることも判明した。遺跡はほ場整備の影響を

 受けており、残存状況は良好とは言えないが、遺構を確認することはできる。東側は

 倉津川が流れており、遺跡の中心部は今回の調査地の南および西側とみられる。
 なお、調査地南側は今回の調査対象地よりも高い水田面となっており、工事立会で

 も遺構面の上層に厚く盛土がなされていることが確認できている。ほ場整備による削

 平の影響も少なかったとみられ、遺構が良好に残存しているものと予想される。















 IVまとめ

 平成18年度の遺跡詳細分布調査は、平成19年度以降に予定されている開発事業に

 先行して、遺跡の所在・範囲等を明らかにし、開発側との調整を図ることを目的とし

 て実施した。また、記録保存のための小規模な発掘調査と立会調査も行った。

 1調査遺跡数

 調査遺跡数67遺跡(表面踏査・試掘調査・発掘調査・立会調査・新規発見遺跡含

 む)、その他に調査遺跡数に含めないが、登録遺跡外で遺跡の有無を確認するために

 試掘調査を実施したもの(調査の結果、遺跡とならないもの)や表面踏査により各種

 開発事業予定地で抽出した遺跡可能性地(今後の試掘調査等で遺跡となるかを判断す

 るもの)などについても調査を実施した。

 2新規発見遺跡、範囲の訂正、遺跡登録抹消

 今年度の新規発見遺跡数18遺跡

 範囲の訂正、名称の変更等の措置が講じられた遺跡数6遺跡

 以下にその一覧を掲げて調査のまとめとする。

(1)

 (遺跡名)

1
2
3
4
5

6
7
8
9

 県教育委員会が発見し登録した遺跡

 葎田2遺跡

石橋遺跡

 タテ遺跡

皿嶋遺跡

円能寺村東遺跡

分遺跡

新町遺跡

天神堂大坪遺跡

 泉興野1遺跡

 10泉興野2遺跡

 11ホーヤ沢遺跡

 12高田遺跡

 13八幡原1遺跡

 14八幡原2遺跡

 15福宮遺跡

 16天矢場遺跡

 (所在地)

鮭川村大字庭月字荏田

天童市大宇貫津宇石橋

戸沢村大宇蔵岡

戸沢村大字古口

酒田市大字境興野字

 (種別)(時期)

 集落跡・城館跡平安・中世

集落跡平安時代

 散布地縄文・平安

 散布地奈良・平安

円能寺村東集落跡

酒田市大字鏡興野字分

長井市大字九野本字新町

酒田市大字砂越字粕町

酒田市大字飛鳥字矢舞台

酒田市大字飛鳥宇割前

集落跡

散布地

散布地

散布地

散布地

 舟形町大宇冨田字ホーヤ沢散布地

新庄市大字福田宇高田

新庄市大字福田字八幡原

新庄市大字福田字八幡原

新庄市大字本合海芋福宮

南陽市大字川樋字天矢場

散布地

散布地

散布地

散布地

集落跡

 奈良・平安

 奈良・平安

縄文時代

 奈良・平安

 奈良・平安

 奈良・平安

 縄文・奈良・平安

 縄文・奈良・平安

 縄文・奈良・平安

縄文時代

縄文時代

 縄文・平安

 一117一



 (3)範囲等の修正を必要とする遺跡、登録を抹消した遺跡

1
2
3
4
5
6

 (遺跡名)

 北道上A遺跡

 植ノ山1遺跡

山元遺跡

 草伊賀B遺跡

堤屋敷遺跡

南田遺跡

 (変更内容)

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 範囲の修正

 (変更を必要とする文献名)

 平成15年3.月『山形県遺跡地図CDROM』

 平成17年3月『分布調査報告書(31)』

 平成15年3.月『山形県遺跡地図CDROM』

 平成15年3月『山形県遺跡地図CDROM』

 平成18年3月『分布調査報告書(32)』

 平成19年3月『分布調査報告書(33)』





 山形県埋蔵文化財調査報告書第208集

 分布調査報告書(34)

 平成18年度以降農林土木事業他関係遺跡

国土交通省事業関係遺跡

農林水産省関係遺跡

東北中央自動車道関係遺跡

日本海沿岸東北自動車道関係遺跡

 平成20年3月25日印刷

 平成20年3月31日発行

発行山形県教育委員会

 印刷株式会社ケムシー


